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カメルーン共和国の内陸部、標高約 900 m の高地にある首都ヤウンデ（Yaoundé）から、エデア（Edéa）の街ま
で陸路約 260㎞を一気に駆け降りる。そこからさらに海岸線を南下すること1 時間、ギニア湾に面した港湾都市 
クリビ（Kribi, 人口約 8.1 万人）に到着する。首都から 5 時間の道程である。クリビは古くから漁業基地として栄え、
この地域のみならず、国内最大の商業都市ドアラ（Doala, 人口約 300 万人）への鮮魚供給の役割を担っている。

クリビ水産センター（Centre Communautaire de Pêche Artisanale de Kribi, CECOPAK）は、我が国の無償資金協力
により整備された零細漁業者を対象とした複合水揚施設であり、2006 年の開所当初は、運営体制の立ち上げに
青年海外協力隊が技術協力を行った。ここを利用する地元の漁業者、仲買人、流通業者、船大工たちにとって生
活の糧を得るための仕事場でもある同センターは、日常的な社交の場としても人気を集めている。そのため、当初
100 名程度であった一日の利用者数は今では 300 名を超え、いつも活気で満ちあふれている。来訪者の増加に伴
い漁獲物の取扱量も増え、現在では毎日 100 隻を超える漁船が水揚げを行っている。

ビーチリゾートとしての一面も持つクリビにあって、国内有数の水産拠点として皆の関心を集める同センターは、
外国人観光客の誘致にも貢献している。最近では観光名所の一つとして紹介されることも多くなり、併設のレスト
ランでは、週末の食事を楽しむ人々で賑わいをみせるなかに外国人旅行者の姿を見かけることも珍しくない。

健康な食生活を支える安全で安心な水産物がいつでも身近に手に入るクリビ水産センターを核とした、クリビの
街の益々の発展を願っている。
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海外漁業協力への取組み
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１．カメルーン共和国
　カメルーン共和国（以下、「カメルーン」とい
う。）は、アフリカ大陸の中部ギニア湾の喉元に
位置する人口約 2,400万人の共和国である。歴
史的にドイツ、フランス、イギリスの植民地統治
に翻弄され、かつてのフランス領 8 州及びイギ
リス領 2 州を統合した10州で構成されている。
　国名は、ポルトガル語の「小エビ」に由来す
る。大航海時代の15世紀後半、ポルトガル船団
がギニア湾沿岸を航行中に小エビの大群を発見
し、その河口をRIO DOS CAMAROES（小エビの
いる河）と名付けた。その後、英国船員たちが
“CAMEROUN”と呼ぶようになった。
　その国土は南北に長く、北はチャド湖、南は
ギニア湾に面し、チャド、ナイジェリア、中央
アフリカ、コンゴ、ガボン、赤道ギニアの 6 か
国の周辺国と国境を接している。
　経済的には、中部アフリカ経済通貨共同体i

の主要メンバー国として、共同通貨Fcfa（セー
ファーフラン）iiを使用している。中部アフリカ
経済を担う同国のGDPは、共同体全体の 4 割
を占め、地域のリーダーとして経済を牽引する
主導的な立場を担っている。
　外国との経済関係で特筆すべき点は、歴史的
に中国との関係が深く、殆どの社会インフラ整
備（競技場、高速道路、一般道路等）に同国資
本が深く関与していることである。
　政治的には、1982年に就任したポール・ビヤ
大統領が、多様な言語文化を持つ250を超す国
内の部族を安定的に統治し続け、2018年の選挙
で再選された。2025年の任期終了時には92歳を

i Comunidade Econômica e Monetária da África Central; 
  CEMAC, 1996年 7 月設立。カメルーン、チャド、中央アフリカ、

赤道ギニア、ガボン、コンゴ共和国の 6 か国が加盟
ii 1 Euro=655.957Fcfa（固定レート）

迎えるが、後継者の選出
が大きな政治課題となっ
ている。
　言語的には、フランス
語と英語iiiが部族間の共
通言語である。そのため、
職場でもレストランでも
両言語が飛び交う。同国
の民族、文化の多様性は、まさにアフリカ大陸
の縮図といわれている。
　国民性は、穏やかな性格がみてとれる。周り
の日常生活をみても、長時間に及ぶ車の渋滞の
際でも、幅寄せ、割り込みなどによる口論、怒
鳴り合いといった光景を目にしたことがなく、
飲食店が建ち並ぶ繁華街でも喧嘩とは無縁のよ
うである。譲りあいを第一とする気質が特徴的
で、例えば、会議の場でも他者の意見を排除せ
ずに、融和による調和をもって議事が進行され
ることが多い。寛容性が高く、親日的でもある。
　我が国との友好関係については、いささか旧
聞ではあるが、2002年 6 月～ 7 月に行われた日
韓共催サッカーワールドカップに出場するために
来日したカメルーンチームの話題を挙げること
ができる。大分県中津江村ivをキャンプ地に選
んだ同チームは、到着が 3 日間遅れたにもかか
わらず、やってきた選手団を村長をはじめ多く
の村民が暖かく迎え入れた。その模様はテレビ
で全国放映されたので、記憶にある方も多いと
思う。同国を知る良い契機となった出来事で
あった。
　このスポーツ親善を機に、同国南部州メヨメ

iii フランス語、英語ともに公用語　
iv 現在は日田市に合併

カメルーン着任報告
財 団 専 門 家　小木曽　盾春
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サラ村vと中津江村が姉妹関係となり、2017年
8 月には民間有志の音頭で大分・カメルーン友
好協会が設立された。その後、組織的な民間交
流事業に発展し、友好関係が継続している。

2．水産事情
　水産分野における我が国との協力関係は、他
の西アフリカ諸国（セネガル、ギニア、コート
ジボアール、ベナン等）に比べ乏しいといえる。
過去単発的に当該分野の無償資金協力が 2 件実
施された。その最後の案件から15年の時を経て、
商都ドアラにおいて我が国の無償資金協力によ
りYoupwe水産センターviの建設が進められてい
る。
　畜産漁業動物生産省（Le ministère de l’Éle-

vage, des Pêches et des Industries Animales; 以下、
「MINEPIA」という。）による食料自給政策を紐
解くと、水産よりも畜産を中心とした国内開発
が行われてきたことが分かる。食肉行政の強化
により、牛肉、豚肉、鶏肉などは充分な生産量
で、野菜栽培も盛んである。長年飢餓とは無縁
の食料事情にあり、水産開発に傾注して取り組
む必要性がなかったのであろう。
　地勢的にみても、同国沿岸の海岸線は350㎞
足らずと狭く、さらに、ギニア湾の沖合56km
にビオコ島（赤道ギニア領）があり排他的経済

v ポール・ビヤ大統領の出身地。ガボン共和国との国境に近い町
vi 製氷機、市場、漁具倉庫などを備えた複合施設

水域が限られる。
　同国の沿岸域の特殊性として、歴史的にベナ
ン、ナイジェリア、ガーナなどから熟練した外
国人漁民の入植があり、漁労活動の場として長
年利用されてきたことが挙げられる。現在では、
地域住民との共存関係が構築され、水揚げされ
る水産物は地域経済に大きく貢献しているもの
の、この特殊事情により、水揚地の整備の遅れ
や、伝統漁法が継承される一方で新しい漁法が
根付かない等の弊害が目立ち、漁業の発展が阻
害されている。

３．水産分野における政策課題
　2010年頃から、同国の主要な政策課題の一つ
に水産開発が挙げられるようになった。年
2 . 3 %を超える同国の人口増加率への対応策と
して、食料安全政策の修正が求められ始めたの
である。試算では、水産物の供給量として約40
万トン/年が必要とされており、不足分約20万
トン/年の生産量増強が課題となっている。

（参考）国内水産物の需要と生産状況
● 国内需要量：約40万㌧
● 国内漁獲総生産量：約20万㌧

♢零細漁業：約 3 . 5  万㌧
　　漁民数約35,000人、漁船数約7,000隻vii

vii 漁船総数の約45%が動力化漁船

浜上げ中のガーナ漁民

燻製加工魚（ティラピア）
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巨大ナマズを運ぶ漁師

♢産業漁業： 1 . 7 万㌧
　　トロール漁船26隻（中国との合弁企業）

♢内水面漁業：約15 万㌧・養殖viii：約 0 . 2 ㌧
　　漁民数20,000人（無動力）

　現在では、不足分を埋めるため約15～17万ト
ン/年ixの冷凍魚をブラジル、モーリタニア、
セネガルなどから輸入している。そのため、貿
易収支の不均衡に伴う外貨流失の抑制が重要な
財政課題として重くのしかかる。
　同国の水産政策は「水産資源の持続的利用、
管理」を基本としており、我が国とその立場を
同じくする。適切な管理のもと、限りある水産
資源を可能な限り持続的に活用することは、食
料安全政策に資する重要な政策理念である。

4．専門家の職場環境と仕事
　今回、水産局のアドバイザーとして筆者がカ
メルーンに派遣されることになった。これまで
に同国水産行政機関への日本人専門家の派遣実
績はないが、今回水産開発のマスタープラン策
定への支援要請があり、これを受けての派遣で
ある。
　2019年12月の着任早々、関係者の協力を得て、
海面漁業、内水面漁業及び内水面養殖について、
それぞれの現場に関する実態調査を実施した。
　水産局で共に働く同僚たちの経歴をみると、
MINEPIAのTAIGA大臣xをはじめ水産局長以下
の幹部職員は獣医ドクターの有資格者である。
フランスの教育システムを踏襲していることと
関係があるようだ。質の高い教育を求め、ダ
カール大学獣医学部への留学経験を有する者も
多いが、残念ながら、水産に特化した高等教育
を受けた職員の在籍がない。そのため、水産局
配属後にヨーロッパや我が国に赴き資源管理に

viii 主な対象魚種は、ティラピア、ナマズ
ix 2013年は、21万トンを輸入
x TAIGA氏は、1989年12月から約半年間、帯広畜産大学への留

学経験がある（JICA研修）。2019年12月に、大臣として我が国
を再訪

関する研修を受け、水産知識を補強する職員が
大多数となっている。
　現在、商都ドアラにおいて進められている
Youpwe水産センターの整備計画の入札立会い
のため、2019年12月16日から 5 日間TAIGA大臣
が我が国を訪れた。その間、カメルーンの水産
大臣としては初めて、水産庁長官をはじめ公益
財団法人海外漁業協力財団（以下、「財団」とい
う。）理事長、JICA他の関係者と面談し、意見
交換が行われた。

5.さいごに
　カメルーンの水産開発における主な課題は、
海面漁業に代わるティラピア、ナマズ等の内水
面養殖の普及であり、内陸部に広がるダム湖及
びその周辺の広大な氾濫原xiにおける粗放養殖
の振興が想定されている。同国は西アフリカ諸
国における水産開発の後発国であり、未だに生
産及び基盤整備の段階にある。将来的なバ
リューチェーンの構築に向けて、加工、付加価
値、国内流通、輸出、消費、資源管理等の各分
野に多くの課題が残されている。

xi カメルーン国内の氾濫原は、約400万haにも及ぶ。
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１．はじめに
　2019年 5 月14日、フィリピン共和国のマニラ
経由でパプアニューギニア独立国（以下、「パ
プアニューギニア」という。）の首都ポートモ
レスビーに初めて足を踏み入れた。空港に着い
たのは朝の 5 時過ぎで、まだ薄暗い中ピリッと
した空気を感じたことを覚えている。
　初めての太平洋島嶼国、未知の国への訪問で
ある。緊張もあった。事前にネットで調べて出
てくる情報には危険、治安が悪い、最近まで人
食いの習慣があった、今でも部族同士の戦いが
あるといった恐怖を煽るものが多く、カラフル
なペイントを顔面に施した人たちという先入観
も影響していたと思う。
　これまでに治安のあまりよくない国で過ごし
た経験があるが、それとはまた違った怖さとい
うか、何よりも男たちの顔、そうあの髭面の顔
と眼光鋭い目が怖かったのである。
　それから早いもので 9 か月が過ぎようとして
いる。最近では空港に行っても全く動じず慣れ
てしまった感があるが、初心は忘れないように
したい。本稿ではパプアニューギニアの国内事

情や配属先、これまでの
活動概要等について紹介
する。

２．パプアニューギニア
　パプアニューギニアは
ニューギニア島iの東半分ii

とその周辺の島々からな
る立憲君主制の国家である。イギリス連邦に加
盟し、英国女王エリザベス二世が国王を兼務す
る。
　イギリスの存在が不思議に映るが、オースト
ラリアから独立した歴史的背景iiiを考えれば納
得できる。恥ずかしながら赴任するまでそのよ
うな関係にあることを知らず、 6 月のカレン
ダーにQueen’s Birthday（祝日）を見つけ、調べ
てみたのである。同国では毎年 6 月の第 2 月曜
日を祝日とし、女王の生誕を祝っている。
　同国の国土面積は約46万平方キロメートルと
我が国の約 1.25倍の大きさで、太平洋島嶼国の
中では最大である。
　人口は約861万人（2018年、世銀）で、そのう
ち首都ポートモレスビーに約37万人が暮らす。
国内全体で800以上の部族がそれぞれ固有の言
語を有し、異なる文化を持つ。たいていの部族
は数十人から数百人程度の規模であるが、この
少人数の部族の絆から「ワントクシステム」ivが生
まれた。同じ言語を話す仲間同士の繋がりがと
ても強いのである。
　人口分布図をみると、人口の約40%が高地に
集中している。険しい山々の起伏が部族の細分

i 南太平洋にある世界で二番目に大きい島
ii ニューギニア島の西半分は、インドネシアが領有
iii 1901年 1 月 1 日、イギリス自治領として連邦を形成し独立
iv Wantok System. 同じ言葉を話す集団内における強固な相互扶助

パプアニューギニア持続的利用アドバイザー報告
財 団 専 門 家　五十嵐　誠
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化、多様性をもたらしたが、言語数で比較する
と、外部との交流が盛んな低地（セピック川流
域の湿地帯）の方が言語数が多いらしい。公用
語は英語であるが、その他の共通語にトク・ピ
ジン語やモツ語などが使われている。
　主な産業に鉱業v、農業vi、林業viiがあり外貨獲
得に貢献している。特に地下鉱物資源は重要な
輸出品である。
　同国の排他的経済水域は、太平洋島嶼国の中
ではキリバス共和国、ミクロネシア連邦に次ぐ
三番目の大きさで、その面積は約240万平方キ
ロメートルを誇る。同国の近海はかつお・まぐ
ろ類の最も重要な漁場であり、我が国との漁業
関係は非常に深い。

３．配属先について
　筆者が配属されたのは国家水産公社（Nation-

al Fisheries Authority. 以下、「NFA」という。）で
ある。NFAは我が国の水産庁のような組織であ
り、水産行政に関するすべてを手掛ける。現総
裁は我が国の大学で学び、日本びいきである。
仕事がとてもやりやすい。
　技術研修等の人的交流により日本国内の滞在

経験があり、
我が国の習
慣に理解を
示す職員も
多い。この
ような環境
において居
心地の悪さ
を感じたこ
とはない。
　事務所は
2 か所に分
散 し て い

v 液化天然ガス、金、原油、銅 
vi パーム油、コーヒー
vii 木材

るviii。2018年 1 月に筆者が勤務する事務所があ
る14階建てビルの隣に一つが移転し、統合する
予定であったが、2020年 2 月現在進展はない。
同僚に聞いたところ政府に予算がないというが、
2019年 6 月の政権交代が影響しているのかも
しれない。
　職員数については、150近くもある内線電話
の番号数から、それ以上の職員が勤務している
ものと思われる。NFAには全員参加型のイベ
ントがある。職員数が多く大変であろうが、
2019年 9 月に独立記念日を祝う昼食会が開催さ
れた。国民の95%がキリスト教徒のため食前に
神への祈りを捧げ、総裁からの一言があり、国
歌斉唱の後国の誓いを全員で唱え、食事が始
まった。
　目の前には豚の丸焼きがあり、同僚に聞くと
イベント時には普通に振る舞われるご馳走との
こと。皆豚が好きなんだ、とあらためて感じた。

４．業務概要について
　筆者の机があるのは政策事業管理部（Policy 

& Project Management Unit. 以下、「PPMU」とい
う。）で、ここでは主に独立行政法人国際協力
機構（Japan International Cooperation Agency. 以
下、「JICA」という。）、財団等の援助機関と共
同で実施するプロジェクト案件の管理を行って
いる。
　協力案件に係る事務を取扱う部署なので欲し
い情報が効率的に取れる。その他にもPPMUの
元部長の女性がこの部署に引き続き在籍してお
り、皆の相談窓口になっている。そんな彼女の
もとには様々な部署の者が話をしにくる。その
多くは愚痴のようであるが、これがまたとても
よい情報源になったりもする。よい部署に配属
された。
　日本のことを聞かれることも多い。水産の現
状や魚類図鑑の作り方、資源管理等についての

viii 14階建てのビル11階と海側の 6 階建てビル 2 階に分散　

NFAが入る14階建てのビル
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問い合わせを受ける。筆者の専門外であれば、
いろいろと調査し情報提供する。養殖に関する
筆者の業務経歴を見込んでの相談も多い。
NFAには養殖を担当するAquaculture & Inland 

Fisheries Unit（養殖・内水面漁業部）があり、ト
ラウトファーム、孵化場、養殖場などの視察の
際は同行の依頼がくる。2019年はティラピア孵
化場と真珠養殖場の視察に同行した。これから
も可能な限り現場を訪ねアドバイスしたい。
　この他、我が国水産業界からの依頼や本邦研
修へのサポート、プロジェクトのフォロー、日
本大使館、JICA等との調整業務を行っている。
　情報収集の一環として国際会議にも参加する。
2019年はここポートモレスビーで第 7 回Pacific 

Tuna Forum、第16回Western & Central Pacific 

Fisheries Commissionix年次会合が開催された。
我が国との二国間漁業交渉等NFAが関与する
会議では裏方として会議を支援した。
　2019年は三年に一度のCITESx締約国会議の
開催年でもあった。筆者もCEPAxi及びNFA職
員とともに同年 8 月ジュネーブに赴いた。パプ
アニューギニア代表団の一員として、IWCxiiと
も関係が深い重要な会議に参加できて非常に嬉
しかった。

５．さいごに
　パプアニューギニアに赴任してもうすぐ 9 か
月になるが、着任当初における査証の取得手続
きや海外出張による出入りが多く、実質 7 か月
程の国内滞在である。当初NFAの内部事情も
よく分からず、どうしたものかと思案したが、
腰を落ち着けた2019年 9 月以降は、同僚に毎日
会い、域外出張や視察に行ったり、昼食会で一
緒に豚の丸焼きを頬張るうちにだんだんと様子

ix 中西部太平洋まぐろ類委員会。略称WCPFC
x Convention on International Trade in Endangered Species of Wild 
Fauna and Flora; 絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引
に関する条約（ワシントン条約）
xi Conservation & Environment Protection Authority; 環境保全公社
xii International Whaling Commission; 国 際 捕 鯨 委 員 会（ パ プ ア
ニューギニアは非加盟）

が掴めてきた。
　楽観的に仕事に取り組んでいるように見える
彼らであるが、実際のところはかなり多忙で、
真剣に仕事をこなしている。地方の現場で一緒
に仕事をする人たちも一生懸命で、とても頑
張っている。そういった人たちのために何かで
きないかといつも考えている。
　とはいえ、物事の本質が見えないと難しい部
分もある。先にも書いたとおりワントクシステム
が日常生活の根底にある同国では、仲間に入れ
てもらえれば話が早い。その反面、関係者間の
調整が非常に難しい。
　国内のインフラ整備のため、道路建設の話題
を出した途端「道ができると見知らぬ部族が攻
めにくる」といって反対にあったと聞いた。こ
のような環境下では物事を思うように進めるの
は大変であろう。
　ポートモレスビーの市役所前に“Amazing Port 

Moresby: One City. One People. One Future.”と
いうキャンペーンフレーズが掲げられている。
まさにこれが「一つになり、一丸となって頑張
ろう」という気持ちの表れであるように思う。
　実際には多様な部族が集まり、一つになりき
れないからこそ様々な問題が起きる。このよう
に潜在的に大きな問題を抱えていることを念頭
に筋道を考えていくことが、この地で何かをす
るときに一番大切なことではないかと思う。

PNG代表団とともに（CITES会議場）
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研修生インタビュー
～ 資源管理コース 漁業管理グループ ～

編 集 事 務 局　久保 厚子

　財団では我が国と水産分野における結びつき
が深い国の政府関係者で、将来行政職や研究職
の中核を担うことが期待されている者を研修生
として受け入れているi。
　資源管理コース漁業管理グループの研修生に
自国での業務内容、研修の成果、将来の希望等
についてインタビューiiしたので本稿で紹介す
る。

（研修の概要）
コース名：資源管理コース漁業管理グループ
研修期間：2019年 9 月 4 日～12月 2 日iii

研修内容：水産行政における、水産学、資源・
環境管理型の持続的漁業開発を
テーマとした専門分野及びプロジェ
クト立案等に必要な技術の習得等

　来日した研修生は幕張国際研修センターにお
いて水産学術領域の基礎、水産学、我が国の水
産業及び水産施策の概要等の講義を受け、水産
関連施設を視察した。
　その後研修の場を東京海洋大学に移し、東海
副学長等による研修開始式の後、有元名誉教授、
馬場教授から課題解決のためのプロジェクト立
案に関する指導を受けた。各自の課題には自国
で進行中のプロジェクトを題材に選ぶ研修生が
多かった。

i 我が国との漁業協定締結国、地域漁業管理機関、漁業関連会
議において我が国と協調する国の政府関係者が対象

ii インタビューは2019年11月28日の成果発表会後に行われた。
iii 東京海洋大学での研修期間は10月15日から11月28日まで。 
　

Mr. Meu Billy

ソロモン諸島漁業海洋資源
省養殖部局首席漁業官
Chief Fisheries Officer, Aqua-

culture Division, Ministry of 

Fisheries and Marine Resources 

(MFMR), Solomon Islands

担当業務：淡水養殖における漁業者への指導、
調査･分析、プロジェクト実施、交渉･調整、地
域コミュニティ関連業務、企画、予算管理、イベ
ント対応、起業コーディネート

　（事務局）メウ･ビリーさんはソロモンで遺伝
子改良型ティラピアivの養殖を導入しようと頑
張っていますね。
　（研修生）はい。この取組みはソロモン諸島
漁業海洋資源省とWorld Fish Centervが覚書を取
り交わしたプロジェクトによるもので、私が担
当しています。
　この養殖種は厳しい環境下でも比較的耐性が
強く成長の早さが見込まれています。食用に適
し、商業的に有望で世界的規模の需要がありま
す。そのため海外市場に出しやすい商品種と
なっています。
　自国には既に養殖施設の設備やノウハウがあ
りますので早期の導入が可能です。従前より行
われているモザンビークティラピア（カワスズメ）vi

の養殖を通して必要な技術や知見が既に得られ

iv Genetically Improved Farmed Tilapia, GIFT.
v 国際的な研究機関、政府、民間が提携し、設立された国際農

業研究協議グループ（Consultative Group on International Agri-
cultural Research; CGIAR）傘下の非営利型の国際組織。マレー
シアのペナンに本部を置き、我が国ともパートナーシップを
結んでいる。

vi 学名 Oreochromis mossambicus.
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ているのです。
　養殖を数世代続けていくと個体の弱小化が心
配されるのですが、これまでに培われてきた知
識から解決策を導き出せると思います。ティラ
ピア養殖の普及に悪影響を与える大きな魚病の
報告が国内ではあまりないことも追い風になっ
ています。

　（事務局）今回の研修はビリーさんの担当業
務に役立つか教えてください。
　（研修生）今回、プロジェクトの管理に必要
なPCMviiやPDMviiiについて学びました。帰国後
はこれらの手法を用いてプロジェクトを精査し
資金援助や技術支援の要請に繋げていければと
思っています。自国政府側の都合で対応できて
いない面もありますので、そこを補完できるよ
うな計画の見直しを考えています。

　（事務局）その他に印象に残っていることが
あれば教えてください。
　（研修生）漁業に関わる様々な分野の実情を
学ぶ機会がありました。茨城県栽培漁業協会の
種苗生産施設の見学はとても印象深かったです。
私が担当する養殖分野の参考になりました。ま
た、はさき漁業協同組合では漁獲物のプール制
や漁業士制度について話を伺うことができまし
た。漁業資源の保全が協同組合のシステムに取
り入れられていて、漁業者が自発的に保全活動
に取り組む姿が印象的でした。
　養殖分野は資源保護の観点から今後より一層
重要になってきます。自分が取り組んでいる養
殖も天然資源の保護に重要であり、天然資源の
保護のリーダーを育成して漁業管理を徹底した
いと考えています。
　他国の研修生との交流も有意義でそれぞれの
国の状況を知ることができました。太平洋島嶼
国が抱える問題と同様のことがアフリカでも起

vii PCM; Project Cycle Management.
viii PDM; Project Design Matrix.

きていることを、知識としてですが、理解する
ことができました。

　（事務局）我が国と協力して事業を実施でき
る機会があるとすれば何が考えられますか。
　（研修生）種苗生産施設の運用･管理に関する
トレーニングや技術専門家の派遣、施設運営に
必要な資材の提供等を考えます。

　（事務局）印象的な出来事があれば教えてく
ださい。
　（研修生）日本の文化に感銘を受けました。
また、日本の方々は敬意を持って我々に接して
くださり友好的でした。最初はコミュニケー
ションが難しい印象を持ちましたが、大丈夫で
した。人に対してだけではなく環境に対しても
然りで、例えばゴミの扱いも分別し綺麗な環境
に保つ努力をしています。非常に勤勉だと思い
ます。

Ms. Rabwere Bwebwenikai
キリバス共和国漁業海洋資
源省上級漁業補佐官
Senior Fisheries Assistant , 
Ministry of Fisheries and Ma-

rine Resources Developmentp, 

Republic of Kiribati

担当業務：漁業普及員を対

研修成果の発表
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象とした研修に係る調整、支援、評価。資源管
理（コミュニティ参画等）及 び 漁協（顧客開拓
等）に対する支援

　（事務局）ラブウェアー･ブェンブェンカイさ
んの国キリバスは離島が多いですね。今回の研
修は離島の活性化に役立ちそうですか。
　（研修生）とても役立つと思います。それぞ
れの離島に漁業担当職員が勤務しています。私
を含めてですが漁業資源の管理に関する技能の
向上が必要です。どのような活動が効果的であ
るか検討したうえで計画を立案し、離島の発展
に繋げていくことが肝要だと思います。

　（事務局）離島へはどれくらいの頻度で出張
しているのか教えてください。
　（研修生）私は漁業海洋資源省の漁業普及と
検疫を所管する部署に所属していますが、離島
へは時間と経費がかかる関係でなかなか足を運
ぶことができません。
　離島から毎月報告書が上がってくるのですが、
そこには離島が抱える様々な課題についての言
及があります。省の支援が必要なものについて
は案件化したうえで各課に割り振られます。そ
の後担当者が島を訪ねることになります。
　能力向上に係る離島での研修案件については
私の所属部署で開催をコーディネートしていま
す。遠方の離島には多くの課題があります。例
えば国内の大きな消費市場は首都タラワですが、
離島からの鮮魚移送に 2 、3 日を要するため鮮
魚の鮮度保持技術の向上が課題となっています。
　離島には 2 、3 年に 1 度になりますが、漁業
海洋資源省が支援する漁業開発関連の事業評価
で訪れる機会があります。

　（事務局）他の研修生と交流して得られたも
のがあれば教えてください。
　（研修生）皆が抱える課題には様々な対処法
が講じられています。例えば情報共有システム

を用いた問題解決の手法を教えていただいたの
ですがとても参考になり、他にも色々と学ぶこ
とができました。
　自国に目を向けると、漁獲物を利用した商品
開発を行い漁業者の収入増に繋げることができ
ればと思っています。鮮魚の取扱い技術が向上
することで質の良い商品を提供することができ
ます。良い価格で売れて、その結果が良い収入
に繋がります。そのためにも水揚げされる漁獲
物や流通に関するデータを収集･分析して効果
的な取り組みを行っていきたいと考えています。
　残念ながら自国には水揚げを集約するような
場所がなく、漁業者が各自漁獲物を浜に揚げて
います。これがデータ収集の障壁となっていま
す。

　（事務局） 今回の研修の成果を自国に還元で
きることがあれば教えてください。
　（研修生）自国の人々の生計維持に漁業資源
は欠かすことができません。漁業資源の適切な
管理は漁業海洋資源省が掲げる主要目標です。
しかし、政府として漁業資源の管理に関する革
新的なアイデアは持ち得ていません。
　今回の研修は漁業先進国の資源管理について
学ぶ絶好の機会でした。漁業管理の他、PCM

のような計画策定･実現のためのスキル、漁業
管理の発展の歴史など管理について多角的に学
ぶことができた点がよかったです。
　特に自国の海洋資源を活かした生活向上のた
めの管理プロジェクトの策定に役立ちます。日
本の漁業発展の歴史から地域社会における漁業
協同組合の存在が欠かせないことを学びました。
漁業協同組合のシステムを自国にそのまま当て
はめるのは現段階では難しいですが、地域を支
援しながら一歩一歩実現していきたいと考えて
います。
　これから取り組みたい活動に人工集魚装置を
漁業管理の軸としたコミュニティ造りがありま
す。資源環境に対するダメージが少なく資源保

10	 海外漁業協力　第90号　2020. 3

海外漁業協力への取組み・研修コース報告



全にも役立ちます。

　（事務局）我が国と協力して事業を実施でき
る機会があるとすれば何が考えられますか。
　（研修生）将来的な案件として、日本と協力
して水産加工品の商品化を促進し、鮮魚の鮮度
保持技術を向上させ、地元漁業者向けの水揚場
及び市場の建設を考えます。

　（事務局）日本に滞在してどのような印象を
持ったか教えてください。
　（研修生）最初に研修生に選ばれたと聞いた
ときは、日本について何も知りませんでした。
見知らぬ土地への恐れからか、そこかしこで拳
銃で脅されるのではないかと根拠のない恐怖を
抱いたのですが、実際に日本に来てみると全て
が美しく、親切で良い人ばかりで大好きになり
ました。
　自国では超高層ビルや整備された道路、高速
で走り抜ける電車を見る機会がなかったので非
常に驚きました。電車での移動も興味深かった
です。
　特に山形県で見た大邸宅ixには目を見張りま
した。漁業でこれほどリッチになれるなんて、
と意味もなく将来の自分に重ね合わせ、他の研
修生とともに盛り上がりました。もちろん日本

ix 定置網見学の一環で訪れた青山留吉の旧本邸。同氏は山形県
飽海郡遊佐町の出身で、北海道に渡りニシン漁業で大成功を
収めた漁業王として知られている。

食も大好きです！

Ms. Fadera Aminata
ガンビア共和国漁業･水資源省
漁業官補佐
Assistant Fisheries Officer, 

Fisheries Department, Minis-

try of Fisheries & Water Rre-

soures, Republic of the Gam-

bia

業務内容：漁獲量推定及び浮魚･底魚の資源水
準把握並びに漁獲可能な量を設定するための調
査、GPSの普及、魚市場での魚価及び養殖業の
モニタリング、漁業生産量の分析及びレポート
作成

　（事務局）ファデラ･アミナタさんの大学での
専攻は生物学、それに法医学ですが水産以外に
関心がある分野があれば教えてください。
　（研修生）私は大学で生物学を勉強していた
のですが、学問を継続すること、例えばIPBESx

の教育プログラムを活用した研究職に興味があ
ります。
　法医学は主に人体の解剖実習を通しての学問
でしたが、現在の職に落ち着きました。仕事に
はやりがいを感じています。どのように資源管
理を推進するべきか課題は山積みです。研修の
課題には自国で実施中のタンジェ村における村
落開発プログラムの事例を取り上げました。同
村には大きな水揚場があるのですが、衛生環境
の整備に遅れがみられます。衛生に関する啓蒙
活動の不十分さがその原因の一つであると考え
ました。村民にとって漁業が主な生活の糧であ
り、漁業の重要性が高い点にも着目しました。
同村に足を運び、実際に私の目で衛生状態を見
ていますので、環境改善への足掛かりとして適

x Intergovernmental Science-Policy Platform on Biodiversity and 
Ecosystem Services. 生物多様性と生態系サービスに関する動向
を科学的に評価し、科学と政策のつながりを強化することを
目的に、各国政府間の基盤組織として2012年４月に設立され
た。

東海副学長より研修修了書が授与される
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切な課題だと考えました。
　同村の施設等運営者がGMPxiに基づく管理を
適切に行っているかどうかを監督するのも私の
任務の一つです。製造、品質、衛生に係る管理
を行う上で漁獲物の水揚時の衛生検査は必要不
可欠です。この検査を軸として水揚場や魚市場
の衛生環境の改善に取り組むことができます。

　（事務局）我が国と協力して事業を実施でき
る機会があるとすれば何が考えられますか。
　（研修生）漁業資源の管理や養殖の分野にお
けるプロジェクトを考えます。漁獲物の水揚後
の品質劣化を防ぎ、廃棄量を削減する取り組み
も重要です。
　もったいない無駄が非常に多いのです。漁獲
量に規制がないので漁獲が過剰になります。気
温が高いうえに保存処理も不十分です。氷を用
いた鮮度保持の習慣もありません。鮮魚を適切
に取り扱えずに廃棄しています。食品の品質保
持の分野で協力関係を築ければと思っています。

　（事務局）印象に残っている出来事があれば
教えてください。
　（研修生）研修期間中は生活環境が整ってい
て居心地がよかったです。人々の日常生活は質
素でお互いが心地よく暮らしているという印象

xi GMP; Good Manufacturing Practice. 「適正製造基準」

を受けました。私の国ガンビアは「微笑みの
国」と言われていますが、日本も微笑みの素敵
な国ですね。

Mr. El Fakhri Hasan
インドネシア共和国海洋水
産省漁業総局漁港局同定開
発課海洋漁業分析官
Marine and Fisheries Analyst, 

Identification and Development 

Section of Coastal Fisheries 

Port, Directorate of Fishing Port, Directorate Gen-

eral of Capture Fisheries, Ministry of Marine Af-

fairs and Fisheries, Republic of Indonesia

業務内容：漁業施設の査察（普及業務を含む）
及び統計収集・解析業務

　（事務局）エル･ファフィリ･ハサンさんは課
題「漁港での鮮魚取扱い状況」について報告さ
れましたが、ご自身の経歴について教えてくだ
さい。
　（研修生）鮮魚取扱いの向上に係る部署に配
属されて 3 年が経過します。その前は漁獲物管
理局に10年間勤務しました。漁船検査や許可証
の発給にも携わっていました。
　私は仕事柄漁港を訪問する機会が多く、漁船
からの水揚げにも立ち会います。

　（事務局）今回の研修はハサンさんの担当業
務に役立ちますか。
　（研修生）2017年と2018年に欧州委員会保健
衛生･食の安全総局xiiがインドネシアの漁港に
関する調査を行いました。衛生に配慮した漁港
づくりの一環として実施されたものですが、衛
生的な漁港として36の港が認定されました。
　今後も538の漁港における衛生検査の実施が
予定されておりますので、この時期に鮮魚の衛

xii DGSANTE; Directorate-General for Health and Food Safety, Eu-
ropean Union.

東海副学長より研修修了書が授与される
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生的な取扱いについて学ぶことができて幸運で
した。非常に時宜を得た研修となりました。

　（事務局）その他に印象に残っていることが
あれば教えてください。
　（研修生）茨城県神栖市波崎にある国立研究
開発法人水産研究･教育機構水産工学研究所を
訪問したのですが、同研究所の施設内に漁港に
関する様々な実験を行う実験棟があり、目を見
張りました。
　そこでは港湾施設の構造とその安全面での効
果が物理的に分かるような工夫が凝らされてい
ました。海洋工学総合実験棟には造波可能な
広大なプールが設置されていました。回流水槽
実験棟では水中におけるトロール網の挙動を
把握するための実験が行われています。波浪平
面水槽が設置された実験棟では港湾への砂の堆
積を制御する実験が行われていて、港湾工学技
術の向上に資する研究が続けられています。そ
の他に魚群行動に関する実験も行われています。
　港湾施設の維持管理には河川より流入する堆
積物や海流を計測したうえでどのような対応や
対策を講じるべきかを判断する必要があること
を学びました。自国の漁港の問題点や必要な対
策について学ぶことができて有意義でした。

　（事務局）我が国と協力して事業を実施でき
る機会があるとすれば何が考えられますか。

　（研修生）自国では日本政府の協力により漁
港整備が続けられていますが、漁業者の意識向
上に係るソフト面の協力が必要不可欠だと思い
ます。鮮魚の取扱いには漁業者自身も関わりま
すので漁師の技能の育成にまで枠を広げた協力
が効果的だと思います。
　研修を通じて漁業協同組合の方々にお会いす
る機会がありました。素晴らしい組織と制度で
す。両国共に小規模漁業者が多いので鮮度保持
に関する意識向上に共同で取り組めたらと思い
ます。
　日本のような小規模漁業を対象とした漁業管
理の先進国から学ぶべき点は多いのです。

　（事務局）その他に印象に残っていることが
あれば教えてください。
　（研修生）山形県で定置網操業を見学しまし
た。漁場を探して網を仕掛けなくても予め海中
に設置してある網まで行って、それを揚げると
獲物が掛かっているのが面白くて良いなと思い
ました。そこでブリと鮭を味わいました。暖海
性のブリと冷水性の鮭の 2 種が一緒に漁獲され
るのが珍しいという思いがありましたので心に
残っています。
　食べ物や日本の文化も好きですし、規律を
守って生活する人々の姿がとても印象的でした。
今回、研修という形で日本を訪れることができ
ました。昔から夢見ていましたので、非常に嬉
しかったです。

Mr. Stoah Dickson Kassock
タンザニア連合共和国家畜
･漁業省漁業課監視船船長
Fisheries Skipper, Fisheries 

Division, Ministry of Livestoc 

and Fisheries, United Repub-

lic of Tanzania

業務内容：海上での不法漁
業の取り締まり及び啓蒙活動東海副学長より研修修了書が授与される
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　（事務局）ストァー･ディクソン･カッソクさ
んの監視船の船長としての任務について教えて
ください。
　（研修生）運航計画に基づいて監視船を出動
させます。私は船長としてパトロールに参加し、
漁業活動に違法性がないか巡視します。
　現場での状況確認を終えると事務所に戻りま
す。省内のデスクワークでは日報を作成したり、
巡視中に気づいた点を報告書にまとめます。問
題の解決にあたっては資源管理を念頭に置いて
解決策、改善策を検討します。私は現役の漁師
でもありますので違法な漁具を見ればすぐに分
かります。違法漁具の使用によって漁業資源が
脅かされないか、パトロールによる抑止効果の
程度や資源の保存･管理に効率的に繋げるには
どうすべきかといったことを考えます。他の同
僚や漁業者と意見交換し、アドバイスしたりも
します。
　例えば、浅瀬や沿岸域での監視に最適な船艇
サイズや海上からだけではなく空や陸からも監
視を行う必要があることや資源の再生に悪影響
を与える漁具の使用を禁止又は最小限にすべき
といったことを助言し、資源の保存に取り組ん
でいます。
　また、漁獲物を加工する際に出る残滓を養殖
の飼料に再利用することも助言しています。
　今回の研修では漁獲量に限度を設けて適切な
方法で漁獲制限を行うこと、漁業協同組合を中
心にした漁業の組織的な管理方法について学び
ました。とても重要な取り組みだと思います。

　（事務局）監視船の規模や乗組員の人数につ
いて教えてください。
　（研修生）監視船には 2 種類あって、 7 mの
船には10人、10ｍの船には12人程が乗り組みま
す。漁業局の他に、警察、海軍、場合によって
は移民局からの乗船があり、混成チームを組ん
で監視に当たります。

　監視対象は違法操業行為に限定せず、麻薬の
密輸、非合法薬物の取引き、不法入国など多岐
に渡ります。監視船はこれらの違法行為の取締
りを想定して運用されていますが、摘発した違
法行為に適用される法律によって主務官庁が異
なります。そのため混成チームを組み各省庁の
担当職員が現場で活動する必要があるのです。
　漁業取り締まりに関しては、違法操業の摘発
に目を光らせるだけではなく資源管理の観点か
ら漁業者への啓蒙活動も行っています。対象魚
種、漁具、漁法等の取締項目を確認する際に、
例えば、漁具の規格であればどの大きさまでが
適法で、どのようなものが違法となるのか分か
りやすく説明しています。

　（事務局）ご自身も現役の漁師ですが、漁船
はお持ちですか。
　（研修生）漁船は所有していません。私の国
では公職者の公務に矛盾する可能性がある物品
の保持を利益相反行為として規制しているから
です。

　（事務局）我が国と協力して事業を実施でき
る機会があるとすれば何が考えられますか。
　（研修生）違法操業の撲滅に協力して取り組
めたらと思います。流通の段階で違法漁獲物の
売買ができない商取引システム及び資源状況を
把握するためのデータ収集･分析システムの開

研修成果の発表
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発並びに共同管理手法を用いた漁業管理及び資
源状況の把握に遅れがみられる内水面漁業の区
画調査の実施などです。
　違法操業の撲滅には課題が山積しており対策
を早急に講じる必要性は増すばかりですが、資
金不足は否めません。資金面で支援が得られれ
ば大変助かります。

　（事務局）その他に印象に残っていることが
あれば教えてください。
　（研修生）漁業関連施設を訪問した際に見た
漁船の取扱いに興味を持ちました。その他に漁
業協同組合や漁業者自身が身近なところから漁
業管理に携わっているのは自国と違う点です。
違法操業が多い背景には資源保護に対する問題
意識の乏しさがあります。各人が漁獲の量を競
い過剰漁獲状態に陥っています。
　乱獲が資源環境に負の影響を与えています。
日本で学んだ漁業管理体制の構築に帰国後取り
組んでいきたいという意欲が改めて沸いてきま
した。

（編集後記）
　漁業管理コースの研修修了式は2019年11月29
日に開催された。竹中理事長から修了証書と記

念メダルを授与された研修生は晴れやかな笑顔
を見せた。
　インタビューは帰国直前の荷造りに慌ただし
い合間を縫って行われた。それでも嫌な顔一つ
見せず目を輝かせ、熱心にときに片言の日本語
を交えながら筆者の質問に答えてくれた。帰国
後は日本で学んだ研修の成果を日常業務に活か
したいと全員が語った。その意気込みを痛い程
感じることができた。
　元の職場に復帰した研修生は更なるキャリア
を積み自国水産業の発展、我が国との友好関係
を推進する担い手として活躍が期待されている。
今回の研修で学んだ知識を礎に更なる躍進を
願っている。

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 さいごに、東京海洋大学の皆様を始めご協力
いただいた関係者の方々にこの場をお借りし、
お礼申し上げます。

竹中理事長と記念撮影（研修修了式を終えて）研修閉講式後（東京海洋大学）

後方左から馬場東京海洋大学教授、遠藤財団専務理事、
東海副学長、竹内学長、メウ研修生、ファデラ研修生、
有元名誉教授、ラブウェアー研修生。前方左から安久財団
事 業 部 長、 時 村 財 団 技 術 顧 問、 ストァー 研 修 生、 
エル･ファフィリ研修生
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　近年、限りある水産資源の持続的利用に対す
る関心が世界的に高まっており、我が国は世界
有数の漁業国として率先して「科学的根拠に基
づく水産資源の持続的利用」の原則を掲げ、こ
の考えを共有する国際的な仲間づくりを進めて
いる。
  この「水産資源の持続的利用」と「漁業開
発」を両立させながら、アフリカ地域の漁業振
興を目指した活動を行っている国際機関が1989
年に設立された大西洋沿岸アフリカ諸国漁業協
力閣僚会議（The Ministerial Conference on Fish-

eries Cooperation among African States Bordering 

the Atlantic Ocean: 以下、「ATLAFCO」という。）
である。現在、アフリカ北部のモロッコ王国か
ら海岸線に沿って南部のナミビア共和国までア
フリカ大西洋沿岸の22か国が加盟している。
  2009年、財団の支援によってATLAFCOにプ
ロモーションファンド（第 1 期）が設立された。
プロモーションファンドとは、水産資源の持続
的利用に係るATLAFCO加盟国と我が国との間
の互恵的協力関係の強化を通じた双方の利益の
実現を図ることを目的とする長期的な協力の枠

組みである。
  以来、財団にとってATLAFCOはアフリカ地
域における重要かつ主要なパートナーとなり、
モロッコ王国の首都ラバトに置かれた事務局に
は財団の派遣専門家が常駐し、プロモーション
ファンドによる様々な活動をサポートしてい
るi。また、ATLAFCOの閣僚会合に財団理事長
が出席iiするようになった。
  そしてプロモーションファンドの設立から10
年を経過した2019年、財団とATLAFCOはプロ
モーションファンドを通じた協力関係を継続し
ていくことを合意（第 2 期）し、両者は水産資
源の持続的利用推進という理念のもとに協力関
係をさらに継続していくこととなった。
  2019年12月18日及び19日にモロッコ王国タン
ジェで開催された第11回プロモーションファン
ド合同委員会はまさに節目となる会議であり、
第 1 期を締めくくる2019年の活動報告、第 2 期
の最初の年となる2020年の活動計画について意

i 石川専門家の活動概要は本誌87号P.25をご参照ください。
ii 竹中理事長の出張報告は本誌84号P.13をご参照ください。　

大西洋沿岸アフリカ諸国漁業協力閣僚会議
プロモーションファンド第11回合同委員会

融 資 課 長　森田 孝一

ATLAFCO事務局（在ラバト）

合同委員会
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見交換が行われた。以下に合同委員会の結果に
ついて概略を報告する。
  2019年に行われた活動は全22項目あったが、
ATALFCO事務局より全ての活動は予定通り実
施され各項目の目的は達成されたことが報告さ
れた。また、事務局からは、たとえ 1 日だけ開
催するセミナーであっても、コンセプト作り、
内容や参集範囲の検討、航空券や宿泊手配、予
算管理などの準備には何日もかけており、限ら
れた人員と時間の中で効率的な作業ができるよ
う努力していることが説明された。
  2020年に計画している活動は全25項目にも上
り、誌面の都合上一つ一つの詳細をここで述べ
る余裕はないが、加盟国にとって重要なある魚
種に対する野心的とも言える活動が今回初めて
提案されたのでこれを一つ紹介したい。それは
西アフリカ沿岸に分布し、地域の零細漁民に
とって重要な水産資源となっているニシン科の
魚エトマローズiiiに関する提案であり、この魚
種について、カーボベルデ、ガンビア、ギニア、
ギニアビサウ、モーリタニア、セネガル、シエ
ラレオネの 7 か国で共通の漁業管理計画を策定
することを最終的な目標とし、まずは定期的な
関係者間の協議とワークショップを行おうとす
るものである。

iii Ethmalosa fimbriata. 西アフリカ沿岸では一般的な魚でBonga
（ボンガ）と呼ばれている。特にギニアでの水揚げが多く、燻
製にされることが多い重要な水産資源の一つである。

　出席者からは、漁獲されるエトマローズのサ
イズが年々小さくなっていること、気候変動と
の関連も検証すべきであること、モニタリング
や統計に関する能力向上も重要であることなど
多くのコメントがなされ、この取り組みに対す
る期待の高さが窺われた。
　今回、恥ずかしながらエトマローズという魚
の存在と、これが西アフリカ沿岸の有用かつ重
要な漁業資源であることを初めて知ったが、エ
トマローズもまたマグロと同じように複数の水
域にまたがって生息する魚種である以上、その
持続的な資源の利用のためには、関係国・地域
による管理が必要である。この実現に向けては、
関係者間の長い複雑な調整や難しい調査の必要
性が想像できるが、それだけに西アフリカ沿岸
にローカライズされた水産資源の持続的利用の
初めての例として、プロモーションファンドの
象徴的な活動となる可能性があると思われ、今
後の展開が楽しみである。
　プロモーションファンドによる支援は、水産
資源の持続的利用の理念を共有する国際的な連
携強化だけでなく、加盟22か国の持続可能な漁
業開発･振興への貢献という意味で重要である
という認識を新たにした第11回合同委員会への
出席であった。

エトマローズ（椿裕己氏提供）

会議場から見た夕景
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１．はじめに
　我が国漁船が漁獲対象としているかつお･ま
ぐろ類資源の持続的利用を確保するため、財団
は日本エヌ･ユー･エス株式会社と共同で水産庁
の委託事業である科学オブザーバー調査分析事
業を平成25年（2013年）度から受託し、「日本オ
ブザーバー計画」の事務局として当該事業を継
続して実施している。平成31年/令和元年度

（ 2019年）度で７年目を迎える。

　科学オブザーバーがどのような活動をしてい
るのかについては、乗船された方を含めて各氏
から次のとおり本誌へ寄稿いただいており、船
上生活を含めた現場作業の一端を窺い知ること
ができる。
　（科学オブザーバー関連記事）
・海外漁業協力 No.71（2015年 1 月）	
　遠洋はえ縄漁船オブザーバー乗船記
　山口耕
・海外漁業協力 No.75（2016年 9 月） 
　近海まき網漁船オブザーバー乗船記
　笹尾信
・海外漁業協力 No.77（2017年 3 月） 
　近海はえ縄漁船オブザーバー乗船記
　仲尾次亮
・海外漁業協力 No.80（2017年12月）
　近海はえ縄漁船オブザーバー乗船記
　濱口光
・海外漁業協力 No.81（2018年 3 月） 
　科学オブザーバー業務の概要
　北澤拓
・海外漁業協力 No.83（2018年 9 月） 
　遠洋はえ縄漁船オブザーバー乗船記
　濱口光

・海外漁業協力 No.88（2019年 9 月） 
　遠洋はえ縄漁船オブザーバー乗船記
　濱口光

２．科学オブザーバー事業の対象漁業
　本稿では、かつお･まぐろ類資源の国際的な
地域漁業管理機関の決定事項に適切に対応する
ため、科学オブザーバー事業を取り巻く背景等
について整理し、その経緯を含めて概観する

（なお、現在間もなく施行される改正漁業法iに
基づく政省令の改正について検討されているが、
本稿の内容は現行漁業法の下における仕組みに
基づく）。
　世界の海のかつお･まぐろ類資源の保存管理
を目的として設立された地域漁業管理機関は 5
つある。具体的には、太平洋には「中西部太平
洋まぐろ類委員会（WCPFC）」及び「全米熱帯ま
ぐろ類委員会（IATTC）」の 2 つがあり、このう
ちIATTCは東部太平洋を対象海域としている。
イ ン ド 洋 に は「 イ ン ド 洋 ま ぐ ろ 類 委 員 会

（IOTC）」が、大西洋には「大西洋まぐろ類保存
国際委員会（ICCAT）」がある。この他に、特定
の対象海域は設定されていないが、ミナミマグ
ロiiという特定魚種を対象とした「みなみまぐ
ろ保存委員会（CCSBT）」がある（図 1 参照）。
　これら ５ つのまぐろ類地域漁業管理機関は、
科学オブザーバーによる漁業情報等の収集に関
する規則を定めている。次ページの表１ は、
各々の地域漁業管理機関が科学オブザーバーに
対し漁業情報等の収集を求める漁業の種類と根
拠となる文書を一覧に整理した。

i 詳しくは、水産庁のHP「水産政策の改革について」(https://
www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/kaikaku/suisankaikaku.html)参照

ii まぐろ類の一種

日本オブザーバー計画を取り巻く背景等（前編）
財 団 元 専 門 職　八塚　明彦
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図 1  まぐろ類地域漁業管理委員会と対象水域 （水産庁ホームページより）

表 1  まぐろ類地域漁業管理機関における科学オブザーバー対象漁業及び根拠文書

地域漁業管理機関 漁業種類 根拠文書 根拠文書の標題
（CCSBTを除き仮訳）

中西部太平洋まぐろ類委員会
（WCPFC）

はえ縄漁業
まき網漁業
竿釣り漁業
　（保留中）
曵き縄漁業
　（保留中）

CMM2018−05 地域オブザーバー計画のため
の保存管理措置

全米熱帯まぐろ類委員会
（IATTC）

はえ縄漁業 RESOLUTION
 C−19−08

はえ縄漁船に係る科学オブ
ザーバーについての決議

インド洋まぐろ類委員会
（IOTC）

はえ縄漁業
まき網漁業
竿釣り漁業
刺網漁業

RESOLUTION
 11 / 04 
(Guidelines for the 
reporting of Fisheries 
Statistics to the IOTC)

地域オブザーバー·スキームに
係る決議

大西洋まぐろ類保存国際委員会
（ICCAT）

まき網漁業
はえ縄漁業
竿釣り及び
定置漁業
刺網漁業
曵き縄漁業

16−14 / GEN 乗船科学オブザーバーの最低
基準を確率するための勧告

18−02 / BFT 東部大西洋及び地中海のクロ
マグロの複数年管理計画を確
率するための勧告

みなみまぐろ保存委員会
（CCSBT）

はえ縄漁業
まき網漁業
生簀曳航

CCSBT科 学オブザー
バー計画規範 CCSBT科学オブザーバー計画

についての規範

注：CCSBTの公用言語は英語及び日本語
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　根拠文書欄 には各地域漁業管理機関が付与
した対象漁業を根拠づける文書の番号を記載し、
文書の表題の仮訳（CCSBT以外）も付した。
　かつお･まぐろ類を漁獲対象とする我が国漁
船は世界の全ての水域で操業しており、我が国
はこれら全てのまぐろ類地域漁業管理機関に加
盟している。次ページの表 2 は、水域別･地域
漁業管理機関別に、かつお･まぐろ類を漁獲対
象とする我が国の関係漁業を整理したものであ
る。

表 2  まぐろ類地域漁業管理機関と我が国の関係
する漁業

水域名等 地 域 漁 業  
管理委員会 我が国の関係する漁業

太 平 洋 WCPFC 遠洋及び近海はえ縄漁業*
遠洋及び近海竿釣り漁業
大中型まき網漁業*
曳き網漁業
定置網漁業
流し網漁業等

IATTC 遠洋はえ縄漁業*

インド洋 I O T C 遠洋はえ縄漁業*
一部の大中型まき網漁業*

大 西 洋 ICCAT 遠洋はえ縄漁業*

（ミナミマグロ） CCSBT 遠洋はえ縄漁業*

注：各地域漁業管理機関が科学オブザーバーに
対し漁業情報等の収集を求める漁業のうち、我
が国の該当する漁業に「*」を付した。

　
　これらの表から分かることは、まぐろ類地域
漁業管理機関の決定事項に対応し、実施してい
る科学オブザーバー事業の主たる対象漁業は

「はえ縄漁業」ということである。
　なお、表 2 をみると、太平洋及びインド洋に
おける我が国の「大中型まき網漁業」も科学オ
ブザーバー調査の主要対象漁業となっているが、
当該漁業については別の観点から取り上げる。

３．科学オブザーバーの目的・役割
　科学オブザーバーの目的は、表 １ に掲げた
各まぐろ類地域漁業管理機関で採択された根拠
文書の関連規則にも記されているのが通常であ

るが、最後に発効した中西部太平洋まぐろ類条
約（WCPFC条約）で は 条 約 本 文 に も 言 及 さ
れている。iii。
　ここで、科学オブザーバーの目的及びその役
割について、条約加盟国である我が国の対応状
況も含め整理すると、科学オブザーバーの位置
付けがより明確にみえてくる。これより暫しの
間、横道に逸れることをお許しいただきたい。

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

　我が国では条約の批准には国会の承認が必要
であるiv。WCPFC条約の場合、我が国を含めた
関係国が採択にむけ協議を重ねた。その期間は、
1994年から2000年までの約 6 年間にも及び、こ
の協議期間を経て、2000年 9 月 5 日に条約が採
択された。
　条約の採択後は、国会の承認を得るために必
要な準備を進めた。条約は同条約が定める発効
要件を満たし、2004年 6 月19日に発効したが、
我が国においては、2005年 6 月15日に国会承認
が得られ、同年から同条約の正式加盟国となっ
たv。
　WCPFC条約は、その第二十八条に お い て
地域オブザーバー計画の運用に関する指針を定
めるとともに、付属書Ⅲ（漁獲の条件）第三条
においてオブザーバーに関する操業者の義務
を定めているvi。その目的については、同条約
第二十八条第一項において、「委員会は、検証
された漁獲量データ その他の科学的データ及

iii 他の ４ つのかつお･まぐろ類地域漁業管理機関の設立に関す
る条約等文書においても“オブザーバー“の文言が散見され
るが、それらは当該委員会の加盟国以外の国や機関等が当該
委員会の会議へ参加する際の参加資格（オブザーバー参加の
意）に言及した箇所で用いられており、本文脈における“科
学オブザーバー”とは異なる。

iv 日本国憲法第七十三条第三号「内閣は、他の一般行政事務の
外、左の事務を行ふ。三. 条約を締結すること。但し、事前に、
時宜によつては事後に、国会の承認を経ることを必要とする。

（同条第一、二及び四号以下略）」
v 第162回国会（2005年常会）に提出、承認された。詳しくは、

外 務 省 のHP (https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/trea-
ty162_ 7 .html) を参照

vi 詳しくは、外務省の「主要漁業関連国際条約、国際機関の一
覧」( h t t p s : / / w w w. m o f a . g o . j p / m o f a j / g a i k o / f i s h e r y / i n -
dex .h tm l )を参照

20	 海外漁業協力　第90号　2020. 320	 海外漁業協力　第90号　2020. 3

海外漁業協力への取組み・科学オブザーバー報告



び追加的な漁業に関する情報を条約区域から収
集するため、並びに委員会が採択する保存管理
措置の実施を監視するために地域オブザーバー
計画を作成する。vii」と定義し、同条第四項にお
いて、「委員会の構成国は、委員会が要求する
場合には、条約区域における自国を旗国とする
漁船（自国の管轄の下にある水域内で専ら操業
する船舶を除く。）が 地 域オブザーバー計 画
のオブザーバーを受け入れるようにするこ
とを確保する。」と規定している。
　この船舶の科学オブザーバー受け入れは、条
約締結の国会承認に至る過程における重要な検
討事項の一つであった。当該受け入れを確保す
るためには国内の法的枠組みを整備する必要が
あったからである。
　我が国では、政府間の取極めによるものを含
め、漁業者や使用する船舶について国が統一し
て制限を行うことが適当な漁業は法令により管
理されており、例えば、科学オブザーバー乗船
の対象となっている遠洋及び近海まぐろはえ縄
漁業並びに大中型まき網漁業は、漁業法の下、
指定漁業にとして管理されているviii。そのため、
当該漁業の従事者は船舶ごとに農林水産大臣の
許可を得なければならない。
　かつお･まぐろ類を対象とする漁業のうち、
我が国200海里排他的経済水域を越えて国際的
な地域漁業管理機関が管轄する海域で操業する
遠洋かつお･まぐろ漁船、近海まき網漁船及び
大中型まき網漁船は前述の指定漁業の対象であ
る。その指定漁業に属する漁船の遵守事項を定
めたものが「指定漁業の許可及び取締り等に関
する省令（以下、「指定省令」という。）」である。
　指定省令第三十一条の六（中西部太平洋科学
オブザーバーの乗船）第一項では、「大中型ま
き網漁業者は、農林水産大臣が別に定めて告示
する海域において操業する場合であって、農林

vii 下線は筆者によるもの。下線の各事項について整理を試み
た（本ページ後半の箇条書き(a)〜(d)参照）。

viii 政令で13漁業種類（改正漁業法による見直し前）が指定され
ている。

水産大臣が中西部太平洋条約を実施するため必
要があると認めて中西部太平洋条約第二十八条
4 ixに規定する科学オブザーバー（以下この条
において「中西部太平洋科学オブザーバー」と
いう。）を当該許可に係る船舶に乗船させるこ
とを命じたときは、当該命令に従って中西部太
平洋科学オブザーバーを乗船させなければなら
ない。」と規定したうえで、同第四項において、

「中西部太平洋科学オブザーバーは、中西部太
平洋条約で定める範囲内で、まぐろ類等地域漁
業管理機関（まぐろ類等の保存のための地域的
な漁業管理のための機関をいう。以下同じ。）
であって中西部太平洋条約海域を管轄するもの
において取り決められた措置の実施の状況を監
視することその他の措置を行うものとする。」
と規定している。
　この指定省令第三十一条の六は、大中型まき
網漁業に適用される規定であるが、同省令第
六十条の三により遠洋かつお･まぐろ漁業に対
し、及び同省令第六十二条により近海かつお･
まぐろ漁業に対し、準用する旨を規定している。

　閑話休題。科学オブザーバー乗船の目的･役
割について話が横道に逸れてしまった。ここで
本題に戻るとする。

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

　中西部太平洋まぐろ類委員会が地域科学オブ
ザーバー計画を作成する目的として、WCPFC
条約第二十八条第一項を整理すると次のように
なる。

(a) 検証された漁獲データの条約区域からの収集

(b) その他の科学的データの条約区域からの収集

(c) 追加的な漁業に関する情報の条約区域からの収集

(d) 委員会が採択する保存管理措置の実施の監視

ix 原文ママ（「 4 」は算用数字で表記）
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　上記の各目的については、他のまぐろ類地域
漁業管理機関が定める規則においても類似のも
のがある。それが何を意図したものであるか、
他の規則にも照らし合わせ項目ごとに次のとお
り整理した。

(a) 検証された漁獲データの条約区域からの収集
　かつお･まぐろ類地域漁業管理機関の主たる
目的は、それぞれの条約の冒頭に謳われている
とおり、文言に多少の差異はあるが、かつお･
まぐろ類資源の保存及び持続的利用を可能にす
る水準にその資源を維持することである。この
目的達成のため、各地域漁業管理機関では対象
水域における管理対象の魚種について数年毎に
資源評価を実施し、当該魚種の資源状況の把握
を試みている。
　そうした資源評価の元になるデータの一つに
漁業者から提出される漁獲成績報告書があるが、
その他複数のデータを標準化して漁獲努力量当
りの漁獲量（Catch per Unit Effort, 以下、「CPUE」
という。）を求め、資源解析に用いている。
　漁獲成績報告書への記入が正確か否かは資源
解析の精度を担保する重要な要素である。科学
オブザーバーの収集するデータは当該報告書の
記載内容の検証にも使用される。
　なお、ICCAT及びIOTCにおける科学オブザー
バーの目的条文は次のとおりとなっている。

 ICCAT, 16-01/TRO, Annex 5 Observer Pro-
gramme, 3 (a)x

 In particular the observers shall:

ii. Observe and estimate catches and verify entries 

made in the logbook.

 IOTC, RESOLUTION 11/04 ON A REGIONAL 
OBSERVER SCHEME, 10 d)xi

x https://www.iccat.int/Documents/Recs/compendiopdf-e/2016-01-e.
pdf

xi https://iotc.org/sites/default/files/documents/compliance/cmm/iotc_
cmm_11-04_en.pdf

 Observers shall:

 d) Collect information to enable cross-checking of 

logbooks entries, (species composition and quanti-

ties, live and processed weight and location); 

(b) 他の科学データの収集
　漁獲データの他に漁獲個体の体長･体重デー
タ、性別、年齢推定のために採取された耳石の
情報、漁獲個体から回収された標識のデータ等
から得られる情報が資源解析に用いられるが、
これらの科学データの収集を漁船の操業者に依
存することは通常困難なため、科学オブザー
バーが収集している。
　ICCAT及 びCCSBTに お け る 科 学 オ ブ ザ ー
バーのデータ収集に係る条文は次のとおりであ
る。

  ICCAT, 16-14/GEN, 7 . (a)xii

 CPCs shall require, inter alia, observers to:

 a) record and report upon the fishing activity of the 

observed vessel, which shall include at least the fol-

lowing:

 i. data collection, that includes quantifying total 

target catch, discards and by-catch (including 

sharks, sea turtles, marine mammals, and seabirds), 

estimating size composition as practicable, disposi-

tion status (i.e., retained, discarded dead, released 

alive), the collection of biological samples for life 

history studies (e.g., gonads, otoliths, spines, scales);

 ii. collect and report on all tags found;

　CCSBT科学オブザーバー計画規範、10. 情報
及びデータxiii

　科学オブザーバーは、下記に分類した科学
データを収集するものとする。

xii https://www.iccat.int/Documents/Recs/compendiopdf-e/2016-14-e.
pdf

 xiii https://www.ccsbt.org/sites/ccsbt.org/files/userfiles/file/docs_japa-
nese/operational_resolutions/jp_observer_program_standards.pdf

（日本語版からの引用）
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　F. 可能な限り個々のミナミマグロの生物学的
測定。魚の状態、体長、体重、性別、後日の解析
用に収集した生物標本の詳細（耳石、鱗、生殖腺
など）。

　G. 保持されなかったSBT（ミナミマグロ）及び
ERS（生態学的関連種）に関する情報は、種ご
との数及び生存状態が含まれなければならない。

　H. ミナミマグロの標識回収情報。標識番号
（標識自体も入手）、日付、位置、体長、体重、性
別、収集した生物標本（例えば耳石）、再捕が観
察時間中か否か。

(c) 条約水域からの漁業に関する追加的データ
の収集
　科学オブザーバーが収集する(a)漁獲データ
及び(b)科学データは、他の追加的情報、例えば

“５W１H”（いつ、どこで、だれが、なにを、な
ぜ、どのように）に相当する情報が伴って真の
意味を持つ。
　そのため、各地域漁業管理機関は科学オブ
ザーバーが収集すべき情報の内容とその基準を
定めている。例えば、WCPFCではWCPFC ROP 

Minimum Standard Data Fieldsxivを定めている。
　「いつ」、「どこで」は文字通り読んで字の如く
であるが、「日時」には世界標準時を原則使用
した操業の開始及び終了日時、「位置」にはGPS
に基づく緯度･経度の情報がある。
　「だれが」は漁船の主な要目（総トン数、全長、
機関出力、船速、魚艙容積等）、設備している漁
労機器･魚群探索機器等の情報があり、これら
を基に漁船の基本的な漁労能力を推測すること
ができる。
　「どのように」は漁船が用いる漁具の仕立て
や操業形態に関する情報がある。はえ縄漁業で
は幹縄及び枝縄の素材や長さ、浮き縄の長さ、

xiv WCPFC地域科学オブザーバー計画のデータ項目最低基準

一鉢当りの使用枝縄本数、餌の種類等が、まき
網漁業では集魚装置を用いた操業（FADs操
業）xvか素群れ操業かという情報となる。
　このような操業実態に関する情報は、漁獲生
物種のCPUEや魚種組成を考察する際に重要で
ある。

(d) 委員会が採択した保存管理措置の実施の監視
　WCPFCでは漁船の違反行為の監視が科学オ
ブザーバーの任務の一つとして、条約本文中に
高らかに謳われている。WCPFC ROP Minimum 

Standard Data Fieldsにより様式を定め、漁船の
違反行為等を確認するよう求めている。これが、
WCPFCの地域科学オブザーバー計画と他の地
域漁業管理機関のそれとの大きな違いとなって
いる。
　しかし、他の地域漁業管理機関が科学オブ
ザーバーにそうした役割を全く求めていないの
かといえば、必ずしもそうではない。我が国の
遠洋はえ縄漁業に大いに関係があるICCATの熱
帯まぐろ類に関する勧告（16-01/TRO）及び東
部大西洋と地中海のクロマグロに関する勧告

（18-02/BFT）に お い て 次 の と お り 言及され
ている。

 ICCAT 16-01/TRO, Annex 5 , 3 (a)

 The observer tasks shall be in particular:

 (a) To monitor the fishing vessels’ compliance with 

the relevant conservation and management mea-

sures adopted by the Commission. 

 ICCAT 18-02/BFT, 83 (a)xvi

 The observer tasks shall be, in particular, to:

a) monitor fishing vessels and traps compliance with 

the present Recommendation, 

xv FADs操業とは、付き物魚群を対象とした操業をいう。
WCPFCでは、CMM2009-01パラ 3 でFADsを詳細に定義して
いる。“付き物”としては、通常、自然流木や集魚を目的とし
た人工的漂流物があるが、WCPFCの定義では、魚群が付い
ているジンベイザメもFADsに含む。

xvi https://www.iccat.int/Documents/Recs/compendiopdf-e/2018-02-e.
pdf
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　どのような管理措置に対する遵守違反行為が
科学オブザーバーの監視対象となるのか、まず
ははえ縄漁業からみていこう。
　前述のとおりかつお･まぐろ類地域漁業管理
機関の主目的は、かつお･まぐろ類資源を保存
し持続的利用を可能にする水準に資源を維持す
ることにある。そのため、資源状態に懸念のあ
る魚種（例えば大西洋クロマグロ、ミナミマグ
ロ、各管轄水域のメバチ等）については国別の
年間漁獲枠を定め、各国の行政当局（我が国の
場合は水産庁）が当該年の漁獲量の推移をモニ
ターし、一定量に達した時点でその年の操業を
停止する措置を講じている。このような国全体
に関連する情報は、個々の漁船に乗船し操業を
観察している科学オブザーバーでは把握し得な
いものである。
　なお、はえ縄漁業の場合、全く意図していな
いにもかかわらず海鳥類、海亀類、サメ類が偶
発的に捕獲されてしまうことがある。これらは
混獲生物とか生態学的関連種（ERS）と呼ばれ
ており、こうした生物種を対象に漁業からの影
響を緩和するための管理措置が講じられている。
　海鳥類に対しては、はえ縄操業中に漁具を海
中へ投入･展開する際の混獲を削減させるため
の装置の使用等を義務化している。
　海亀類に対しては、捕獲後のダメージを最小
限にして海へ戻すための手続き等を定めている。
　サメ類になると少し事情が異なり、話が込み
入ってくる。蒲鉾やはんぺん等の練製品の原材
料となるヨシキリザメ等のサメ類を漁獲対象魚
種として操業するはえ縄漁船がある一方で、ま
ぐろ類を主要対象魚として操業するはえ縄漁船
にヨシキリザメを含めたサメ類が混獲されるこ
とがある。この場合、混獲のサメ類はまぐろ類
に比べ水揚魚価が安いため雑魚の扱いになる。
しかし、フカ鰭スープの材料となるサメ鰭とな
ると話は別である。ヒレが高値で取り引きされ
ているからである。

　以前は船上に引き揚げられたサメ類のヒレを
切り取り、その胴体は海中へ投棄するという行
為が行われていた。こうした漁業実態に憂慮し
た各地域漁業管理機関は、サメ類資源の有効利
用の観点から、特定サメ類を除き、サメ類を捕
獲する場合にはサメのヒレ･胴体を含めて水揚
地まで船上に保持すること、また、サメ類を漁
獲物としない場合には、放流後の生存率が可能
な限り高くなるようサメのかかっている釣り糸
をできるだけ釣鉤に近い位置で切断し、放流す
ることを義務付ける管理措置を講じている。
　資源状態が危惧される、表 3 に掲げる特定の
サメ類等に対しては、各地域漁業管理機関はそ
れらの採捕を禁止し、前述した方法により放流
することを義務付けている。

表 3  まぐろ類地域漁業管理機関が採捕を禁止し
ている特定サメ類等

委員会 採捕が禁止されている特定サメ類等

WCPFC ヨゴレ、クロトガリザメ、
イトマキエイ科（注1）

IATTC ヨゴレ、イトマキエイ科（注１）

I O T C ニタリ,ハチワレ、マオナガ、ヨゴレ

ICCAT クロトガリザメ、シュモクザメ科
（注２）、ハチワレ、ヨゴレ、
ニシネズミザメ

 (注 1 ) イトマキエイ科に属するエイ類。
 (注 2 ) ウチワシュモクザメを除く、シュモクザメ科に
属するサメ類。

　これらの混獲生物に対する各地域漁業管理機
関が定めた管理措置に対し、我が国では指定省
令xvii等に基づき、漁業者へ当該措置を周知さ
せるとともに遵守を義務付ける対応をとってい
る。

xvii 指定省令についてはP.21本文参照
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　しかし、遥か彼方洋上においてこれらの管理
措置が適切に実施されているか否かは、科学オ
ブザーバーによる観察情報や現在検討が進めら
れている電子モニタリングxviiiに依らざるを得
ない。
　これまで、「各地域漁業管理機関が採択した
保存管理措置の実施の監視」について、操業実
態に照らし合わせ、はえ縄漁業がそうした監視
の対象となるのかを考察してみたが、まき網漁
業ではその位置付けが異なる（この監視が基本
的にWCPFCに特有なものであり、また、我が
国のまき網漁船がWCPFC水域での操業を主と
していることから、WCPFCに限定して論じる）。
　まぐろ類地域漁業管理機関の主たる目的は、
前述のとおりまぐろ類資源を保存し持続的利用
を可能にする資源水準を維持することであって、
資源状態に懸念のあるまぐろ類魚種では、国別
の年間漁獲枠を定めている。
　WCPFCの 熱 帯 マ グ ロ 類 保 存 管 理 措 置

（CMM2018-01）では、その対象魚種であるメ
バチ、キハダ、カツオのうちメバチについて主
要なはえ縄漁業国の年間漁獲量を定めている。
我が国のはえ縄漁業へ割当てられた年間漁獲枠
は18,265トンである。本措置はCMM2008-01を
引き継いだものであるが、これを導入するにあ
たっては、メバチ資源の回復のために当時の漁
獲水準（2002~2004年の平均水準）を30%削減す
ることとなり、はえ縄漁業の国別漁獲枠が設定
された。
　一方、まき網漁業ではそうした国別漁獲枠と
いった漁獲量管理ではなく、30%削減と同等の
効果を有する措置として、 3 カ月間のFADs操
業の禁止、特定公海域における操業禁止といっ
た操業上の制限が課せられた。現行の熱帯マグ
ロ類保存管理措置（CMM2018-01）による管理
の基本的な枠組みは、当初のCMM2008-01を引
き継いでいるため、FADs操業の制限等の操業

xviii 監視カメラによるモニタリング

上の規制による措置が講じられているまき網漁
業にあっては、同措置が正しく運用されている
か否かは、科学オブザーバーによる確認が不可
欠となっている。
　はえ縄漁業とまき網漁業において、科学オブ
ザーバーが行う漁船の操業上の規制措置の遵守
確認についてそれぞれ具体的にみてみると、は
え縄漁業では混獲生物の保存管理措置に、まき
網漁業では主要漁獲対象魚種の保存管理措置に
関する遵守確認にそれぞれ重点が置かれている
ことが分かる。
　まき網漁業の場合、漁獲物の魚種組成（カツ
オ、キハダ、メバチの比率）の情報が重要であ
る。特にFADs操業においては、カツオ程度の
大きさの小型のキハダ、メバチがカツオと一緒
に漁獲されることがあるにもかかわらず、往々
にして漁業者はカツオに一括りにして報告する
ことがある。
　そのため、まき網漁業の科学オブザーバーに
は、漁獲物からランダムにサンプルを抽出し、
漁獲物の魚種組成を確認することが求められて
いる。
　まき網漁業の科学オブザーバーの役割につい
ても、本来であれば(a)検証された漁獲データ
の収集及び(b)他の科学データの収集のところ
で言及すべきであるが、魚種組成の確認に科学
オブザーバーの監視が必要とされている点に着
目し、この項目において考察した。
　はえ縄漁業とまき網漁業に対する規制措置の
遵守確認における重点の違いは、それぞれの科
学オブザーバー･カバー率に反映され、扱いが
違う要因になっていると思われる。詳しくは、
次号後編の「オブザーバー･カバー率」の 章 で
その違いについて考察する。

（次号に続く）
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（要人往来）

主な動き 対象期間　2019年11月～2020年 1 月

財団訪問（2019年12月18日）
カメルーン共和国
　牧畜･漁業･畜産大臣　　　Hon. TAIGA
　漁業･養殖･産業漁業局長　Mr. MIMBANG Guy Irene

財団訪問（2020年1月20日）
パラオ共和国
　天然資源･環境･観光大臣	 Hon. SEMGEBAU Fleming Umiich
　まぐろプロジェクトマネージャー	 Ms. KANAI Vera Dilsils
　　　　　〃　　　　コーディネーター	 Mr. NABEYAMA Jerry	
　パラオ沖合漁業者協会会長	 Mr. TECHITONG Okada
　　　　　〃　　　　　事務局員	 Mr. DEMEI Adolph
　　　　　〃　　　　　会員	 Mr. SHMULL Temmy Jr. Tmerukl
　　　　　〃　　　　　会員	 Mr. OKADA Jay

（MIMBANG局長）　（TAIGA大臣）　　（竹中理事長）　  （遠藤専務理事）

左端から：SHMULL会員・TECHITONG会長・OKADA会員・SEMGEBAU大臣
中　　央：竹中理事長
右端から：DEMEI事務局長・NABEYAMAコーディネーター・與世田専門家・KANAIマネージャー
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（研修生受入）

水産指導者養成資源管理コース 漁業管理グループ
2019年12月2日 研修修了式
　研修生 5 名（左から）
　・タンザニア 
　　　Mr. SATOAH Dickson Kassock
　・インドネシア
　　　Mr. EL FAKHRI Hasan
　・ガンビア
　　　Ms. FADERA Aminata
　　（竹中理事長）
　・ソロモン
　　　Mr. MEU Billy
　・キリバス
　　　Ms. RABWERE Bwebwenikai

漁船員養成 乗船コース
2019年12月12日 研修修了式
　・パプアニューギニア
　　　Mr. MORONA Sheldon

水産指導者養成資源管理コース 資源管理グループ
2019年11月6日 研修開始式
　研修生 5 名（左から）
　・インド
　　　Mr. KUNNAMGALAM Mohammed Koya
　・タンザニア
　　　Mr. MATOLA Hakimu Davis
　・ケニア
　　　Mr. MACHUA Kamau Shadrack
　　（竹中理事長）
　・インドネシア
　　　Ms. SULISTYANINGSIH Ririk Kartika
　・マダガスカル
　　　Mr. ADAVELO Jean Marcel

漁船員養成 乗船コース
2019年12月2日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. SAROFETAAWE Francisco Jr.

漁船員養成 乗船コース
2019年12月16日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. SONY John Jr. Bizaro
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個別研修（一本釣り）コース
2020年1月20日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. RAMOANOLPIY Jeffery

漁船員養成 乗船コース
2019年12月27日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. MALIUTMAI Genesis

漁船員養成 乗船コース
2020年1月8日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. LIPPWE Kipier

漁船員養成 乗船コース
2020年1月15日 研修修了式
　・パプアニューギニア
　　　Mr. MAINO Greg

個別研修（一本釣り）コース
2020年1月24日 研修修了式
　・ミクロネシア
　　　Mr. JEFBEN Bradley
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専門家派遣（短期派遣）
⑴　地域巡回機能回復等推進事業（太平洋）

国　　名 目　　的 氏　　名 期　　間 主な派遣先

ミクロネシア 事業実施 酒井　紀久子 11月 2 日～11月6日
11月25日～12月6日

ヤップ、コスラエ、
チューク

原　由郎 11月12日～12月3日
1 月 6 日～ 2 月2日

チューク、
ヤップ

坂本　慎司 1 月11日～3月22日 ヤップ、ポンペイ、
コスラエ、チューク

パラオ 畑野　実 11月 8 日～1月26日 コロール

太田　格 1 月20日～1月26日

マーシャル、パラオ 坂本　浩司 10月27日～12月24日 マジュロ、
コロール

マーシャル、キリバス 塩　博美 11月23日～12月18日
1 月11日～ 3 月24日

マジュロ、
クリスマス

マーシャル、キリバス
パラオ

坂本　浩司 1 月16日～ 3 月24日 マジュロ、タラワ、
コロール

キリバス 藤井　資己 11月19日～12月18日 タラワ

パプアニューギニア、
ソロモン、ツバル

左近允　哲郎 1 月11日～ 3 月24日 ポートモレスビー、
ホニアラ、フナフチ

パプアニューギニア、
ソロモン、フィジー

濱本　康裕 1 月11日～ 3 月24日 ポートモレスビー、
ホニアラ、スバ

⑵　水産技術普及推進事業

国　　名 目　　的 氏　　名 期　　間 主な派遣先

パプアニューギニア 沿岸漁業開発 藤井　資己 1 月11日～ 2 月 8 日 ポートモレスビー

森光　律夫

モーリタニア 拠点機能回復 佐藤　明 1 月11日～ 3 月 9 日 ヌアクショット

青山　真帆

ソロモン 沿岸漁業資源管理 真崎　邦彦 1 月18日～ 2 月 8 日 ホニアラ

谷田　巖

カーボベルデ 水産資源持続的利用 新井　孝彦 1 月22日～ 3 月 6 日 ミンデロ

鷹尾　保馬
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⑶　持続的利用体制確立事業

国　　名 目　　的 氏　　名 期　　間 主な派遣先

カーボベルデ 持続的利用の助言 川口　実 11月22日
～12月 3 日

ミンデロ

⑷　海外水産開発協力研究調査

国　　名 目　　的 氏　　名 期　　間 主な派遣先

カメルーン 淡水養殖の開発協力研究調査 佐野　幸輔 1 月10日
～ 3 月 8 日

ヤウンデ

国際会議支援等

国　　名 目　　的 氏　　名 期　間 主な派遣先

キリバス 日･キリバス漁業協力協議 西村　直樹 11月15日
～11月24日

スバ

ナウル 日･ナウル漁業協力協議

マーシャル 日･マーシャル漁業協力協議 12月 5 日
～12月11日

ポートモレスビー

ツバル 日･ツバル漁業協力協議

地域水産物新規流通発掘調査事業
支援委員会

会　議　名 日　時

第三回支援委員会 12月23日

現地調査

国　　名 調　査　名 氏　　名 期　　間 主な派遣先

パプアニューギニア 第二回現地調査 細川　良範
日野　友彦
渡辺　樹里

11月23日
～12月1日

ポートモレスビー
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専門家派遣（長期派遣・2020年 1 月31日現在）

地　　域 国　名・機　関 担　当　業　務 氏　　名

太　平　洋

キリバス

持続的利用の助言

左近充　浩一

ソロモン 小松　徹

ソロモン（FFA） まぐろ産業振興の助言 川本　太郎

ツバル

持続的利用の助言

林　当磨

ナウル 持田　貴雄

パプアニューギニア 五十嵐　誠

パラオ

與世田　兼三

シャコガイ養殖指導 曽根　重昭

フィジー 巡回普及指導 畑野　実

マーシャル 持続的利用の助言 野原　稔和

ミクロネシア 巡回普及指導

酒井　紀久子

原　由郎

ア フ リ カ

カメルーン

持続的利用の助言

小木曽　盾春

タンザニア 長谷　宏司

モロッコ（ATLAFCO） 石川　淳司
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無償資金協力

調査団の派遣

国　　名 事　　業　　名 所　　属 氏　名 派 遣 期 間

モーリシャス 平成31年度 水産物の持
続的利用推進強化事業

（株）国際水産技術開発
（一社）水産土木建設技術センター
（株）ふたば

足立 久美子
中村 良太
倉田 隆喜

1月11日～1月24日

パラオ* 平成31年度地域漁業課
題抽出事業

（一社）マリノフォーラム21
　　　　　　〃
水産エンジニアリング（株）

渡邉 英直
嵯峨 篤司
赤井 由香

12月1日～12月7日

*OFCFから、遠藤専務理事及び與世田専門家が調査協力者として参加。

漁業交渉・国際会議（プレスリリース）

　発 表 日 タ イ ト ル

2019/11/ 5 「南極の海洋生物資源の保存に関する委員会（CCAMLR）第38回 年次会合」の結果について

2019/11/26 「大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT）第26回年次会合」の結果について

2019/11/29 「南東大西洋漁業機関（SEAFO）第16回 年次会合」の結果について

2019/11/29 「北方四島周辺水域における日本漁船の操業枠組み協定」に基づく
 日ロ政府間協議及び民間交渉の結果について

2019/12/ 9 「日ロ地先沖合漁業交渉（「日ロ漁業委員会第36回会議」）」について

2019/12/12 「中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）第16回年次会合」の結果について

　
外務省のホームページに「国別約束情報」が掲載されています。

　URL（アドレス）は http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/data/index.html です。
“ODA 国別・地域別データ ▷ 国別約束 交換公文（E/N）データ”

水産庁のホームページに「報道発表資料」が掲載されています。
URL（アドレス）は http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/ です。

政府ベースの漁業協力
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◎貸付制度について◎貸付制度について
　財団は、我が国漁業者等が海外の地域で、沿岸漁業等の
開発振興、国際的な資源管理の推進、現地合弁法人の設立
等の海外漁業協力事業を行う場合、これらの漁業者等に対
してその事業に必要な資金について融資を行っています。
貸付対象、資金の種類等は次のとおりです。

１．貸付対象となる事業
　実施する海外漁業協力事業が次に該当することが必要です
　（1）�我が国海外漁場の確保との関係において行われるも

のであること
　（2）我が国への水産物の安定供給との関連において行わ

れるものであること
　（3）我が国政府の支持のもとに行われるものであること
　（4）水産関係団体の支持態勢がととのっていること

２．貸付対象者
　本邦法人、本邦人、本邦法人等の出資に係る現地法人、国際機関

３．資金の種類等
　（1）無利子融資［手数料 年0.5％以内、償還期限 30年以内
　　 （うち据置期間５年以内）］

　　①　�海外の地域の沿岸漁業開発及び国際的な資源管理
の推進等に寄与するための協力事業で、

　　　（ｱ）�海外の地域の政府、現地法人等に施設等を譲渡
するために必要な資金

　　　（ｲ）�海外の地域で行う事業に必要な資金で、相手国
政府、現地法人等に貸付けるために必要な資金

　　　（ｳ）�海外の地域で行う開発可能性調査その他の技術
協力に必要な資金

　　　（ｴ）入漁との関連で相手国に支払う漁業協力金等

　　②�　現地法人の設立等海外投資により行う事業で、そ
の効果が主として周辺の住民生活向上に寄与すると
認められる事業に必要な資金等

　（2�）低利融資［利率は市場実勢に応じて、円貨の場合は
年0.6％以上、外貨（米ドル）の場合は 年2.0％以上、
償還期限20年以内（うち据置期間５年以内）］

　　�　海外の地域において現地法人等の設立等海外投資に
より行う協力事業で、

　　①�　現地法人等に出資し、又はその株式を取得するた
めに必要な資金

　　②�　本邦法人等の出資に係る現地法人等に貸付けるた
めに必要な資金で、設備資金その他長期資金に充て
られるもの

　　③�　本邦法人等の出資に係る現地法人等に出資しよう
とする海外の地域の政府、現地法人等に対して、こ
れに要する資金を貸付け又は施設等を譲渡するため
に必要な資金等

４．融資割合
　�　原則として海外漁業協力事業の実施のために必要な資

金の70％相当額

５．担保・保証
　　ご相談のうえ決定します

　　　　公益財団法人 海外漁業協力財団 融資部 融資課
　　  　　　　 電話：03-6895-5382　 Fax：03-6895-5388
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